
開
会
挨
拶
で
自
治
連
合
会
の

川
相
益
一
会
長
は
「
皆
様
の
ご

協
力
を
頂
き
、
二
年
の
会
長
職

を
ま
っ
と
う
し
た
い
。
宜
し
く

願
い
ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。
三

月
末
で
自
治
連
合
会
を
引
退
し

た
前
会
長
の
妹
尾
一
成
顧
問
に

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

議
題
審
議
は
新
役
員
承
認
に

始
ま
り
、
山
岡
弘
幸
会
計
が
予

算
案
説
明
を
行
い
原
案
ど
お
り

可
決
。
続
い
て
谷
和
政
福
祉
体

育
部
長
か
ら
五
月
に
実
施
さ
れ

る
井
原
町
大
運
動
会
の
概
要
説

明
が
あ
り
、
各
組
へ
選
手
選
出

を
依
頼
し
た
。
新
役
員
は
次
の

と
お
り
。

〈
自
治
連
合
会
〉

会

長

川
相
益
一

副
会
長

倉
橋
一
郎

会

計

山
岡
弘
幸

総
務
広
報
部
長

山
本
勝
己

消
防
部
長

片
山

守

防
犯
交
通
部
長

細
羽
正
敏

福
祉
体
育
部
長

谷

和
政

環
境
部
長

松
井
憲
司

監

事

三
嶋
正
裕

監

事

濱
田
好
宏

〈
関
係
役
員
〉

婦
人
会
長

妹
尾
紀
子

育
成
会
長

黒
崎
英
夫

第
３
部
長

豊
池
秀
之

倉
掛
婦
人
会
は
四
月
十
五
日

夜
、
倉
掛
公
民
館
で
新
年
度
支

部
役
員
及
び
組
長
の
顔
合
わ
せ

会
を
開
き
、
関
係
者
二
十
五
人

が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
妹
尾
紀
子
支
部
長
は

「
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
住
み
良

い
倉
掛
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。
役
員
紹
介
に
続
い
て

監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。
年
間

行
事
は
婦
人
学
級
の
開
講
や
敬

老
会
な
ど
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

支
部
役
員
ら
は
「
よ
り
多
く

の
方
に
婦
人
会
へ
加
入
頂
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

〈

倉

掛

婦

人

会

〉

支
部
長

妹
尾

紀
子

副
支
部
長

教
養
文
化

長
尾
美
代
子

福
祉
生
活

田
中

和
子

保
健
体
育

神
崎

友
子

会

計

山
岡
由
紀
恵

倉
掛
自
治
連
合
会
は
倉
掛
地

内
に
あ
る
商
店
な
ど
で
、
事
業

主
が
他
地
区
に
居
住
し
て
い
る

約
六
十
事
業
所
の
自
治
会
費
集

金
を
五
月
十
六
日
の
午
前
中
に

行
う
予
定
。

同
会
の
山
岡
弘
幸
会
計
は
、

「
集
金
日
に
は
役
員
が
手
分
け

を
し
て
伺
い
ま
す
。
塾
な
ど
は

当
日
、
も
し
く
は
後
日
の
夕
刻

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
の
で
宜
し

く
願
い
ま
す
」
と
協
力
を
求
め

て
い
る
。

地
域
の
環
境
問
題
や
安
全
性

向
上
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
自

治
連
合
会
は
「
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
と
ト
マ
ト
銀
行
の
間
に
横

断
歩
道
が
要
る
の
で
は
」
と
い

っ
た
意
見
が
根
強
い
こ
と
か

ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民

推
進
室
へ
設
置
要
望
書
を
提
出

し
た
。

井
原
警
察
署
で
は
「
南
北
の

横
断
歩
道
と
も
関
係
し
て
い
る

の
で
、
調
査
す
る
時
間
を
頂
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

平
成
二
十
年
度
倉
掛
少
年
団

及
び
育
成
会
の
新
役
員
と
年
間

行
事
予
定
が
決
ま
っ
た
。

◇

◇

〈
倉
掛
少
年
団
育
成
会
〉

会

長

黒
崎

英
夫

副
会
長

濱
田

竜
雄

副
会
長

川
相

勝

副
会
長

横
田

知
恵

副
会
長

小
谷

範
子

会

計

山
元

幸
治

監

査

神
崎

節
夫

〈
倉

掛

少

年

団
〉

団

長

田
原

博
己

副
団
長

黒
崎
ま
ど
か

◇

◇

〈
前
期
行
事
予
定
〉

５
月
18
日

公
園
・
堤
清
掃

５
月
25
日

井
原
町
大
運
動
会

６
月
８
日

春
季
資
源
回
収

６
月
22
日

学
区
球
技
大
会

７
月
22
～
８
月
４
日

ラ
ジ
オ
体
操

７
月
26
日
～
27
日

キ
ャ
ン
プ

８
月
３
日

倉
掛
公
園
清
掃

８
月
24
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 川 相 益 一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

自
治
連
合
会
役
員
改
選

川
相
益
一
会
長
ら
十
人

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）川相 肇

２ 組（ 6）長尾 謙治

３ 組（12）植本 恭弘

４ 組（ 5）関戸 啓二

５－１組（12）佐藤 逸雄

５－２組（13）佐能 重夫

６ 組（11）坂本 剛

７ 組（ 9）倉橋 一郎

８ 組（20）浜田 勤

９ 組（ 6）藤沢 伯夫

10 組（ 6）土井 則男

11 組（ 7）藤井 繁文

12－１組（ 7）井上 重光

12－２組（14）花本 啓史

13－１組（ 6）西山 津好

13－２組（12）藤原 昭治

13－３組（18）藤井 正典

14 組（13）川相 勝

15－１組（10）田中 利治

15－２組（ 7）江草 武司

16 組（17）濱田 吉雄

17 組（10）箱田 芳紀

18－１組（ 8）瀬川 芳隆

18－２組（ 9）藤井 貢

18－３組（ 8）野宮 誠

平成20年度自治会長

事
業
所
自
治
会
費

５
月
16
日
に
集
金

自
治
連
合
会

平
成
二
十
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
四
月
十
二
日
に

倉
掛
公
民
館
で
開
か
れ
、
各
組
自
治
会
長
ら
四
十
六
人
が
出

席
し
て
役
員
人
事
や
新
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
。

20年度予算総会

２ ０ 年 度 倉 掛 婦 人 会

「住み良い倉掛を」

写真左から＝田中和子、山岡由紀恵、妹尾紀子、神崎
友子、長尾美代子（敬称略）

つ
ど

え
～
る

ト
マ
ト
銀
行
間

育成会

後列左から＝濱田好宏、三嶋正裕、谷和政、松井憲司、細羽正敏
前列左から＝片山守、山本勝己、川相益一、倉橋一郎、山岡弘幸（敬称略）



第
八
十
回
選
抜
高
校
野
球
大

会
三
日
目
の
三
月
二
十
四
日
、

興
譲
館
野
球
部
は
強
豪
の
千
葉

経
大
附
属
と
対
戦
。
惜
し
く
も

敗
れ
た
が
、
甲
子
園
ア
ル
プ
ス

ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
し
た
約

五
千
人
の
大
応
援
団
は
初
出
場

の
喜
び
に
酔
っ
た
。
そ
の
最
前

列
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
エ
ー
ル

を
送
り
続
け
る
同
校
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
キ
ャ
プ
テ
ン
佐
能

沙
耶
香
さ
ん
（
倉
掛
16
組
）
の

姿
が
あ
っ
た
。

沙
耶
香
さ
ん
は
「
皆
で
つ
か

ん
だ
夢
の
甲
子
園
。
地
域
愛
を

感
じ
な
が
ら
応
援
で
き
た
こ
と

は
本
当
に
嬉
し
く
、
誇
り
に
思

い
ま
す
」
と
、
感
慨
深
く
振
り

返
っ
て
い
る
。
興
譲
館
は
応
援

の
部
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

花
見
を
兼
ね
た
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
四
月
十
日

午
前
十
時
か
ら
郷
社
拝
殿
で
開

か
れ
、
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
会
員

ら
約
四
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
日
の
お
楽
し
み
会
は
井

原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
橋
本

講
師
と
清
水
講
師
の
指
導
に
よ

る
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
負
け
た
チ
ー
ム
は
尻
を
動

か
し
て
文
字
を
書
く
罰
ゲ
ー
ム

で
皆
の
笑
い
を
誘
っ
た
。
そ
の

後
、
八
重
本
さ
ん
ら
女
性
三
人

グ
ル
ー
プ
が
安
来
節
の
曲
に
乗

っ
て
登
場
し
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」

を
踊
る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
、
サ
ロ
ン

あ
す
は
の
会
員
ら
の
飛
び
入
り

参
加
で
雰
囲
気
は
一
層
盛
り
上

が
っ
た
。

井
原
桜
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ

桜
堤
散
策
ウ
ォ
ー
ク
大
会

（
６
・
８
㎞
及
び
３
㎞
コ
ー

ス
）
が
四
月
六
日
に
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
二
百
人
が
参
加

し
た
。

午
前
十
時
四
十
分
に
井
原
公

民
館
を
出
発
し
た
一
行
は
、
満

開
の
桜
並
木
が
続
く
小
田
川
堤

を
歩
い
て
春
を
満
喫
。
コ
ー
ス

途
中
の
桜
橋
公
園
で
休
憩
を
と

り
な
が
ら
、
井
原
小
学
校
児
童

に
よ
る
長
発
太
鼓
や
大
正
琴
、

迫
力
あ
る
鏡
獅
子
太
鼓
や
鳴
滝

太
鼓
、
可
愛
い
子
供
神
楽
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。

主
催
し
た
井
原
町
ま
ち
づ
く

り
の
会
の
三
宅
秀
治
会
長
は
、

「
好
天
に
恵
ま
れ
て
よ
か
っ

た
。
準
備
や
運
営
に
関
わ
っ
て

頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感

謝
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。
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5/ 4  消防団第３部試運転日
5/10  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
5/14  サロンあすは絵手紙教室
5/16  事業所自治会費集金日
5/17  自治連合会防犯パトロール
5/18  倉掛少年団公園・堤清掃作業
5/18～25 倉掛全戸溝掃除
5/24  井原町大運動会準備

午後１時～ 井原小
5/25  第９回井原町大運動会

午前８時40分～
6/ 1  消防団第３部試運転日
6/ 1  汚泥積み込み

消火器薬剤入替
午前８時30分～

6/ 8  倉掛少年団資源回収
午前８時30分～

6/21  自治連合会防犯パトロール
6/22  少年団・学区球技大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

春の交通安全運動期間中の４月９日朝、Ｊ

Ａ岡山西前で倉掛婦人会役員らが街頭指導を

行った。この日は教育委員会や自治連合会関

係者も交差点に立ち、児童や中高校生らが通

学する様子を見守りながら「おはよう、気を

つけてね」と安全を呼び掛けた。

第

80

回

セ
ン
バ
ツ

散
策
ウ
ォ
ー
ク

２
０
０
人
参
加

井
原
桜
ま
つ
り

５月１８日に岡山

市瀬戸町で開かれる

岡山県消防操法訓練

大会へ出場する井原

分団の練習が続いて

います。

通常は井原小学校

グラウンドをお借り

していますが雨天の

際は使用できず、苦

肉の策として井原大

橋の下を利用させて

頂いております。

しかしながら、①夜間照明

用発電機の音、②操法訓練を

実施する際の選手の掛け声な

どでご迷惑をおかけしており

ます。近隣の方々には誠に恐

縮ですが、いま暫くのご理解

を賜りますよう謹んでお願い

申し上げます。

サ ロ ン あ す は

〈井原分団〉
大橋下で
操法訓練

エールを送る佐能沙耶香さん＝甲子園

どじょうすくいを踊るあすはの会員ら＝郷社拝殿

井原分団 松井憲司分団長
第 ３ 部 豊池秀之部長

郷
社
足
次
山
神
社
の
春
季
大

祭
が
四
月
四
日
に
執
り
行
わ

れ
、
桜
が
咲
く
境
内
は
多
く
の

人
出
で
賑
わ
い
、
倉
掛
夏
目
の

少
女
に
よ
る
巫
女
舞
い
が
始
ま

る
と
、
拝
殿
前
に
は
人
だ
か
り

が
で
き
た
。

井
原
市
の
戦
没
者
１
３
７
９

人
の
鎮
魂
祭
は
午
後
一
時
か
ら

忠
魂
碑
前
で
行
わ
れ
、
約
二
十

人
が
出
席
し
た
。

お
願
い


